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はじめに
1795年３月にハンナ・モア（Hannah More, 1745～ 1833年）は『廉価版道徳叢書（Cheap
Repository Tracts）』を刊行するが，その出版主旨説明書




















































































































































































































































































































（...Quoth the King, So Nell, why don’t you make Hay? To which she replied, If your Majesty


















































































































































































オ ー デ ィ エ ン ス
〉の価値観を探ろうとする試みは，18世紀イングランドの文化を研究する上で，一
定の意味を持つ作業であるに違いない．たとえば，ペニー本の〈読者＝聴衆

















Histories’ という語を訳して「ペニー本」という語で示すことにする（ここでの ‘histories’ は「物語」
の意である）．
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culture）と呼ぶ．カナ書きを用いることもある．Paul Langford, A Polite and Commercial People:
England 1727―1783.（Oxford: Oxford U P, 1989）．を参照のこと．
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〉」
と呼ぶことにする．
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